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◇ 大学教育の分野別質保証の在り方検討委員会（第4回）会議について
◇ 「キャビテーションに関するシンポジウム（第14回）」の開催について
◇ 第２回「犯罪からの子どもの安全」シンポジウム
　 被害実態をつかむ―子どもたちの叫びが聞こえますか―の開催について
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■----------------------------------------------------------------- 
　大学教育の分野別質保証の在り方検討委員会（第4回）会議について
------------------------------------------------------------------■
　日本学術会議は、平成20年12月19日に大学教育の分野別質保証の在り方
検討委員会の第4回会議を開催しました。

 第4回会議では、「大学における「教養」教育の可能性」について、小林
傳司委員（大阪大学コミュニケーションデザイン・センター教授）から、
「グローカル化時代の大学教育−アメリカの大学及びＩＣＵの教養教育を
中心に−」について、藤田英典幹事（国際基督教大学教養学部教育学科/
大学院教育学研究科教授）から、それぞれご講演いただき、議論を行いま
した。

　このたび、当日の議事要旨を作成し、会議資料とともに日本学術会議HP
に掲載いたしましたので、以下のURLからご参照下さい。
  http://www.scj.go.jp/ja/info/iinkai/daigaku/index.html

　なお、本委員会では、広く御意見を募集しておりますので、御意見をお
持ちの方は、以下のメールアドレスまでお寄せ下さい。また、今後本メー
ルの配信を希望される団体・個人等がありましたら、同様に御連絡下さい。
（E-mail：s248@scj.go.jp）

【問い合わせ先】
　日本学術会議事務局審議第一担当　廣田、川上、古橋
　Ｔel：03-3403-6289　Ｆax：03-3403-1640　E-mail：s248@scj.go.jp


■----------------------------------------------------------------- 
　「キャビテーションに関するシンポジウム（第14回）」の開催について
  （ご案内） 
------------------------------------------------------------------■
　本シンポジウムは、異なった専門分野の研究者、技術者がキャビテーシ
ョンという共通の問題に対する認識を深めるため、２日間にわたりキャビ
テーションに関連した論文の発表と討論を行い、当該研究分野の知見を高
めます。
　
　◆日　時　平成21年3月19日（木）～20日(金)
　◆場　所　東北大学「片平さくらホール」

　詳細は以下のホームページをご参照ください。
　○日本学術会議事務局ホームページ
　　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/71-s-3-2.pdf
　○キャビテーションに関するシンポジウム実行委員会
　　 http://cfs.ifs.tohoku.ac.jp/~cav14/index.html

【参加申込方法】
　　上記、キャビテーションに関するシンポジウム実行委員会のホーム
　ページよりお申し込みください。

【問合わせ先】
　　980-8577 宮城県仙台市青葉区片平2-1-1
　　東北大学 流体科学研究所
　　　井小萩 利明 教授 
　　　　TEL: 022-217-5228 (直通), FAX: 022-217-5229 
　　　　E-mail: ikohagi@cfs.ifs.tohoku.ac.jp 
  　　伊賀 由佳 助教 
　　　　TEL: 022-217-5229 (直通), FAX: 022-217-5229 
　　　　E-mail: iga@cfs.ifs.tohoku.ac.jp 


■----------------------------------------------------------------- 
　第２回「犯罪からの子どもの安全」シンポジウム
　被害実態をつかむ―子どもたちの叫びが聞こえますか―の開催について
------------------------------------------------------------------■
　社会技術研究開発事業「犯罪からの子どもの安全」研究開発領域では、
防犯対策が効果的で持続的な取り組みとなるよう、関与者のネットワーク
構築と公募型研究開発プログラムを推進しています。　本シンポジウムで
は、「子どもの犯罪被害の実態把握」をテーマに、警察、医療、司法、情
報空間など、異なる視点・角度から考えていき、採択された８つの研究開
発プロジェクトによるポスター発表も行います。皆様のご参加をお待ちし
ています。

　日時：2009年3月10日（火）10：00～17：30
　会場：東京大学生産技術研究所　An棟2階
　　　　コンベンションホール（定員250名）
　主催：（独）科学技術振興機構　社会技術研究開発センター
　　　　「犯罪からの子どもの安全」研究開発領域
　　　　http://www.anzen-kodomo.jp/
【プログラム】
　　講演：
　　　◇ 原田 豊　科学警察研究所犯罪行動科学部 部長
　　　◇ 山中 龍宏　(独)産業技術総合研究所CIPEC 代表／緑園こどもクリニック 院長
　　　◇ 仲 真紀子　北海道大学大学院文学研究科 教授
　　　◇ 下田 博次　NPO法人青少年メディア研究協会 理事長
　　パネルディスカッション：
　　　◇ 具体的解決策に向けて ― 現状を知ることから始めよう ―
　   　　コーディネーター： 新谷 珠恵　(社)東京都小学校PTA協議会 会長 
　　　 　パネリスト：原田 豊、山中 龍宏、仲 真紀子、下田 博次
　　ポスターセッション：全８研究開発プロジェクト
　　　
　シンポジウムの詳細、お申込はこちら（参加費無料）
　http://www.ilcc.com/kodomo_sympo/index.html

【問い合わせ先】
　（株）ILCC内「犯罪からの子どもの安全」シンポジウム事務局
　　TEL：03-5562-3677／FAX：03-5562-3666／E-mail：kodomo_sympo@ilcc.com


********************************************************************
　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2009-01.html
********************************************************************

====================================================================　
  　日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
　誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
　の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
  　また、日本学術会議協力学術研究団体の指定を受けておられる学協会
　におかれましては、メールアドレス、事務局及びその所在地、電話番号、
　ファクシミリ番号、ホームページURL等に変更がありましたら、事務局
　（p228@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
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